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①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・公式をもとに円錐の体積を求めることができる。


○既習内容とつなぐ見方・考え方


・条件に合う見取図をかき，底面と高さを特定する学習をしている。


○共同追究でのゆさぶり


・直角を挟む2辺の長さに着目し，結果を一般化できることに気づく生徒は少ない。


○ゆさぶりに対応する経験


・図と対応させて式をよむ学習をしている。





≪学習問題≫


右の図のような直角三角形ＡＢＣで，次の２つの回転体をつくると，体積はどちらが大きくなりますか。


(1) 直線ＡＢを軸として1回転させてできる立体


(2) 直線ＢＣを軸として1回転させてできる立体





≪定着・活用問題≫
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②見通し:同じ図形を回転させるから同じ体積になるかな。


→見取図をかいて体積を求めて比べよう。





１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには





②学習課題:見取図をもとに2つの円錐の体積を求め，予想を確かめよう。





③個人追究:円錐の体積の公式を使って体積を求める。





④共同追究前半（学習問題の解決）


「求積の式を確認しよう。」


→ＡＢを軸にした方はπ×3２×5×1/3で，


15π㎝３となる。ＢＣを軸とすると，


π×5２×3×1/3で，25π㎝３だから，


ＢＣを軸とした方が10π㎝３だけ大きい。





④共同追究後半（思考を深める）


「直角を挟む辺a，b（a＞b）のうち，どちらを軸とした円錐の方が体積が大きくなるといえるかな。」


→「2つの式を比べると，底面の半径が2乗


されるから，短い辺bを軸とした方が


体積が大きくなる。」
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⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・同じ図形でも，軸のとり方で体積が違ってくることに驚いた。


・短い辺を軸とした円錐の方が体積が大きくなる理由を，式の2乗される数に着目して説明することができた。





⑥定着･活用問題


右の図のような長方形ＡＢＣＤで，直線ＡＢを軸として1回転させてできる立体と，直線ＢＣを軸として1回転させてできる立体とでは，体積はどちらがどれだけ大きくなりますか。
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＜本時の展開に当たっての留意点＞


・円錐の体積を求める公式を確認することを通して，底面の半径や高さを，図にもどして確認し，学習課題を設定させたい。


・共同追究では，計算結果を確認するだけでなく，結果を考察させることを通して，その根拠を図と対応させて考える活動を位置付けたい。





【板書計画】








